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令和 4 年度 看護学部 FD・SD 研修結果 報告 

FD.SD 委員会 

佐竹・巴山 

1． 日時：2 月 15 日（水）10 時～11 時 30 分 

2． 場所：2203 教室 

3． 対象者：看護学部教員  

4． 参加者：教員 32 名 （出席率 100％） 

5． 研修の趣旨・目的：令和 4 年 9 月に看護学部では「わかりやすい授業の工夫」をテーマにワー

ルドカフェ形式により自由に意見を交わし、各教員の考えの共有を図った。今回の研修では、さ

らにテーマである「わかりやすい授業の工夫」についての考えを深めるために、教育のエキスパート

である片山哲也先生を講師に迎え、研修を開催した。 

6. テーマ：「学生にわかりやすい授業をするための工夫 パート 2」 

7. 講師：片山 哲也先生 

      元藤岡市立東中学校長（群馬大学・群馬医療福祉大学講師）       

8. 研修の内容 

以下の資料に沿って、論語より「知好楽」、「良知良能」 実践から学ぶ、教育とは変えることにつ

いて学生の授業コメント等の実践例からご講義いただいた。 

今回の研修では、わかりやすい授業の工夫とは教員中心の考え方ではなく学生が意欲的に取り

組めること、人間として成長させることが最大の目標であるといった視点を学ぶことができた。 
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9.アンケート回答（学部長、FD.SD 委員、全３名除く） 回収率 ７６ ％ 

１）質問項目：１点（否定的）～５点（肯定的）のうち適切な点数を１つ選択 

① 研修日時について  

② 研修時間について  

③ 研修方法（講義式）について  

④ 研修のテーマについて  

⑤ 今回の研修は今後の教授活動に役立つか 

⑥ 全体的な研修の満足度について 

⑦ その他、ご意見 

２）結果 

① 研修日時、②研修時間、③研修方法、④研修テーマについては肯定的な意見がほとんど

であった。 

⑤今回の研修は今後の教授活動に役立つかについては、５“とても役立つ”との回答が

45.5 ％、４“役立つ”との回答は５０％であった。研修内容は概ね今後に役立つ内容であ

ったと考えられた。 

⑥の全体的な研修の満足度については、５”とても満足”が 50.0％、４”満足”が３６.4 ％、 

３”どちらでもない”が 4.5％、”やや不満足”が 9.1％であり、ほぼ満足のいく研修であったと考

えられたが、不満足の回答も少数あった。  

⑦ その他、ご意見は以下のとおり肯定的な意見であった。 

・久しぶりに「学ぶことの楽しさ」を思い出させていただける講義でした。学びの原 

点だなと感じました。また初心に戻って学びの楽しさを伝えられるような授業を考 

えていきたいと思います。ご講義と研修の企画をありがとうございました。 

 

・意欲のない学生と教員との関わり方で、誰もがなんとかしたいと思っていると思い 

ます。その過程がもっと知りたいと思いました。 

 

・学生一人一人をよく見つめることの大切さを再認識しました。先生の学生に向ける 

優しいまなざしが伝わってきました。困難を乗り切るーやりきった充実感を味わえ 

るような授業を目指していきたいです。ありがとうございました。 

 

・学生をしっかり見つめ見守ることや、成長のための変化へのかかわりをすることが 

大切だと再認識できた。学生の状況はいろいろあるが、それで、いいのだと思えた。  
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・また、お話を聴かせていただきたいと思いました。ありがとうございました。 

 

・講演を聞き、学生自身の変化を待つ姿勢はとても大切で、変化を待てる心のゆとりを持 

って教育にあたることが大切だと改めて思った。また、学ぶ楽しさを伝えられる授業を 

心掛けていきたいと再認識した。とても有意義な時間でした。 

 

 

10．今後に向けて 

今年度は「わかりやすい授業の工夫」ということにテーマを絞り、2 回にわたり研修を実施した。 

その結果、テーマを深められ、教員の授業に対する考え方を見つめなおす研修になったと考える。 

今後の研修にむけて、教員の研修に対するニーズを把握し知識の向上や自己の内省をできる

よう企画・運営していくことが望ましいと考える。 

最後にご出席頂いた皆様の協力に感謝申し上げます。 


